
 

2023 年度事業計画 

（2023 年 4 月 1 日から 2024 年 3 月 31 日） 

 

当法人は、愛媛県内の高等学校及び大学に在籍する生徒又は学生で、学業優秀であり

ながら経済的理由により修学が困難な者に対し、奨学金を給付し、もって社会有用の人材

を育成することを目的とする。（定款第 3 条） 

この目的を達成するために次の公共目的事業を行なう。（定款第 4 条） 

（１）奨学金の給付事業 

（２）奨学生の人材育成のために必要な事業 

（３）その他前各号に関連する事業 

 

１．奨学金の給付事業 

 

 県内の高校、大学、大学院に在籍する学生生徒（留学生を含む）の中から奨学生選考委

員会に於いて奨学生を選考し、高等学校奨学生に月額３万５千円、大学及び大学院奨学

生に月額４万５千円を採用年度の４月から在籍最短修業年限まで給付する。 

 当年度新規奨学生採用数は奨学金原資（三浦工業株式配当金）を 12,300万円見込む。 

 

(1) 奨学金給付 

  ・  高等学校生  現在籍数（29 名）  + 新規採用数（50 名）  計（79 名） 

  ・  大 学 生  現在籍数（24 名） 

     大 学 院 生   現在籍数（ 1 名）     

---------------------------------------------------------------------- 

  ・ 全 奨 学 生  現在籍数（54 名） +  新規採用数（70 名）   計（124 名）5,641.5 万円 

 

(2) 情報家電（電子辞書・タブレット等）の贈呈 

  新奨学生を対象に、情報家電（電子辞書・タブレット等）を贈呈する。  

約 3 万円×70 名＝210 万円 

 

（3） 2023 年度新奨学生対象 特別奨学金の給付 

2023 年度に採用された新奨学生を対象にオンライン環境整備全般の補助を目的とし 

て特別奨学金を給付する。 

2023 年度新奨学生 70 名×10 万円＝700 万円 

 

(4) 緊急学修支援奨学金 2023 の給付 

このところの急激な諸物価上昇により、さらなる学習環境の悪化が予想される。

これらの高等学校生徒の修学支援を目的として、緊急学修支援奨学金 2023 と称し

下記の要領で給付する。(海外留学生含む) 

 

+ 新規採用数（20 名）  計（45 名） 



 

 

① 給付予定人数 60～80 名 

 

② 給付金額   一律 20 万円(1,200～1,600 万円)(返済不要) 

 

③ 給付対象者 

愛媛県内の高等学校(高等専門学校含む)に在学する生徒(留学生含 

む)のうち、最終学年の生徒(2023 年度現在、当法人在籍奨学生は除 

く)で、かつ以下(1)～(3)に該当すること。  

 

(1) 経済的に困窮している 

(2) 卒業後の展望や将来の目標が明確である 

(3) 留学生は文部科学省「留学生受け入れ重点地域」からの学生 

とする 

 

※ 給付対象者詳細条件等 

  高校 3 年生・高専 5 年生・高校生看護科専攻科 2 年生 

同一生計の世帯収入については一定の基準を設ける・成績 3.0 以上・

上記③(2)についての小論文提出・要卒業見込証明書・要出欠状況・ 

各校の出願推薦枠 1～2 名 

 

なお、緊急学修支援奨学金給付までのスケジュールは、次のように予定 

する。 

項 目 日 程 (予 定) 

緊急学修支援 奨学生募集  

Web 公開予定日  
7 月 14 日(金) 

緊急学修支援 奨学生出願期間  9 月 4 日(月)～8 日(金) 

奨学生選考委員会 開催予定日  10 月 2 日(月)～6 日(金)の間で  

理事会決議の省略 開催予定日  10 月 27 日(金) 

採用不採用通知発送予定日 

(本人･保護者・学校長) 
10 月 31 日(火) 

緊急学修支援 奨学金給付予定日  11 月 10 日(金) 

 

 

 

よって給付総額は 7,751.5 万円(緊急学修支援奨学金 2023 が 1,200 万円の場合)とし、特

定費用準備資金(奨学金拡充資産～過年度分～)より 144 万円を充当予定である。 

新規奨学生は、2023 年 5 月 12 日開催予定の「奨学生選考委員会」にて選考し、2023 年

5 月 22 日開催予定の「理事会」へ答申し決定するものとする。 

 

 

 



 

 

２．奨学生の人材育成のために必要な事業 

 

(1) 海外研修(第 25 回) 

奨学生が海外での現地生活を実体験することにより、見聞を広め、言語や異文化を

正しく理解し、将来の国際化に役立ててもらうために企画している。 

(新型コロナウイルスの感染状況によって、変更あるいは中止の可能性有。) 

 

・参 加 人 数  奨学生参加者 4 名 + 事務局引率 1 名 ＝ 合計 5 名 

・予 算  550 万円(為替等変動要因あり) 

・実 施 期 間  2023 年度夏期休校時（2023.08.02～2023.08.14 予定） 

・行 先  カナダ (予定) 

 

 

海外研修に付随する事業として下記①を企画する。 

 

① イングリッシュ・アドベンチャー（第 2 回） 

   

仲間とともにネイティブスピーカーと過ごす一泊二日の英語キャンプを企画する。 

(新型コロナウイルスの感染状況によって、変更あるいは中止の可能性有。) 

 

・参 加 人 数 

 奨学生参加者 10～20 名+ネイティブスピーカー4 名＋バイリンガル 4 名+事務局引率

3 名 ＝合計 21～31 名 

・予 算  150 万円 

・実 施 期 間  2023 年度中 

・行 先  西予市 瀬戸アグリトピア (予定) 

 

    よって海外研修等費用は、700 万円とする。 

 

 

 

（2）国内研修(第 18 回)  

国内の様々な職種のモノ造り企業を見学し、今後の職業選択や企業の理解に役立

ててもらう他、近郊の文化施設も同時に訪問し高質な情操教育を行うために企画して

いる。(新型コロナウイルスの感染状況によって、変更あるいは中止の可能性有。) 

 

・参 加 人 数  奨学生参加者 30 名 + 事務局引率 3 名 ＝ 合計 33 名 

・予 算  450 万円 

・実 施 期 間  2024 年春期休校時等 

・行 先  国内で都度企画(企業・美術館・テーマパーク等) 



 

（3）懇談会 

奨学生間の交流と情報交換を図る他、奨学生への法人関係者（理事・監事・評議

員・奨学生選考委員等）からの体験談や訓話等を通して、奨学生の知識や考え方の

幅を拡げることを目的に企画している。新型コロナウイルス感染防止対策の為、1 回の

開催を奨学生 40 名以内と理事・監事・評議員・奨学生奨学生選考委員の方 4 名程

度とし、合計 3 回開催を企画している。 

(新型コロナウイルスの感染状況によって、変更あるいは中止の可能性有。) 

 

・参 加 人 数  100～130 名程度 (奨学生・理事・監事・評議員・奨学生選考委員・事務局) 

・予 算  106 万円 

・開催予定日(各日午前午後実施全 3 回)  

         2023 年 10 月 21 日（土）午前・午後 ／22 日（日）午前 

・開催場所   ホテルマイステイズ松山  

 

 

   懇談会に付随する事業として下記①～③を企画する。 

 

   ① 書籍の贈呈 奨学生全員に書籍(3 冊)を贈呈  74 万円(124 名×3 冊 6,000 円) 

 

② テーブルマナー（第 3 回） 

食事を楽しみながら“テーブルマナー”の体験、奨学生同士の交流の場を提供でき

ればと思い企画している。 

(新型コロナウイルスの感染状況によって、変更あるいは中止の可能性有。) 

 

・参 加 人 数  奨学生参加者 30 名（1 回 10 名×3 回） 

・予 算  36 万円 

・実 施 期 間  2023 年度中 

・開 催 場 所  三浦保記念館  

    

③ 坊っちゃん劇場ミュージカル鑑賞会（第 2 回） 

 地域拠点型劇場の坊っちゃん劇場でのミュージカル鑑賞と体験型ワークショップ

（劇団員による研修）を通して、情操教育とコミュニケーションスキルの向上を目的として

企画している。 

 (新型コロナウイルスの感染状況によって、変更あるいは中止の可能性有。) 

 

・参 加 人 数  40 名程度 

・予 算  40 万円 

・実 施 期 間  2023 年度中 

・開 催 場 所  坊っちゃん劇場、他  

 

よって懇談会費は 256 万円とする。 



 

（4）機関誌「三浦だより」(VOL.30)発刊 

  

当法人の情報提供の他、評議員・理事・監事・奨学生選考委員による寄稿、1 年間

の活動状況や奨学生が書いた「研修感想文」「奨学生レポート」及び「ホストファミリ―

からのメッセージ」などを掲載し、奨学生だけでなく高校・大学などその他関連する機関

に配布する事により、当法人の活動を PR している。 

 

・部    数  500 冊 

・予 算  60 万円 

・発 刊 時 期  2023 年 5 月予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


